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全ての子どもは“登校するのが楽しみな学校”を

希求しています。そして、その学校に必要な条件は

『①授業…よく分かり魅力ある授業』『②友達…仲良

く信頼し合える友達』『③先生…励まし自尊感情を高

めてくれる先生』です。

このような学校づくりをめざし、学識経験者等を

交えて“学校づくり応援事業”を進めています。

今回は“児童･生徒の視点からの教育活動の振り返

り”を大切に、トライを続ける学校を紹介します。

学校教育目標の第一に『確かな学力の育成』を掲

げ“授業改善”で生徒一人ひとりをもっと輝かせよ

うと全職員が取り組んでいます。

特に研究と検証を進めている

のが“南中授業スタンダード”

の確立です。教科や指導者が

かわっても“学習の進め方”を

そろえることで「生徒は見通し

を持って意欲的に学べるのでな

いか」という考えに基づき、各教科の特性は考慮し

つつ“学習への意欲と達成感”を大切に授業改善を

進めています。

校内授業研究では“めあて

･見通し･思考･表現･交流･振り

返り”など、一連の学習過程

について活発な意見が交わさ

れ次の授業に反映されていき

ます。この積み重ねが、教員

一人ひとりの専門性を高め、授業改善への大きな原

動力になっているのだと思います。（次回の校内授業

研究は｢技術･家庭科」の予定です）

さらに、南中学校では学力を

高めるための具体的な取組み内

容を「学校通信」として全家庭

に知らせています。

授業で学校を変える

同じ観点から授業を観察す

ることが、授業後のグルー

プ討議に活かされます。

生徒の“学ぶ姿”から授業を

考え改善点を見出します。

誰もが意欲を持って参加でき

るグループ学習が成立してい

るのかも観点の一つ。
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例えば、①授業 ②指導方法 ③朝学活･読書活動 ④

英語教育 ⑤ボランティア活用等･･･これらを改善･充

実させる具体的な内容と意気込みとが全面に記され、

「全力でやりきろうとする決意」

が伝わってきます。生徒･保護者

･教職員が“取組み内容”を共有

することで三者間の信頼感を一

層高め、学校づくりへの理解と

協力を得る良い契機になると考

えます。

☆スポーツテストで倒れた友だち。駆

け寄ったが意識が戻らなかった。

何もしてあげられなかった。

☆練習中、突然逝ってしまった野球

部員の中学生。大声で呼び掛け

るしかなかった。

☆母が倒れた。学校で習った心肺

蘇生を救急隊の到着まで必死で続けた。そして生還！

事故現場にいて突然の“死や生”に出会った人

が語り掛ける映像を、喰い入るように見つめる生徒た

ち。応急手当の説明を聴き、懸命に実技実習に取り組

みます。救わなければならない“いのち”を目の前に

して「自分には出来るだろうか？いや、やらなけれ

ば！」こんな真剣さが表情から伝わってきます。

心臓マッサージ･人工呼吸･ＡＥＤの操作の実技実習

の体験を通して『一人ひとりの

“いのち”は決して当たり前で

ないこと。“いのち”は生かされ

なければならないこと。』を改め

て気付かされたようでした。

応急手当の知識･実技を身に付

ける以上に、自分の“いのち”

の大切さを意識し実感できる『命の教育』でした。

大阪狭山市の全中学校では、市役

所･消防本部･地域安全安心推進リー

ダーの皆様の協力をいただき、「保

健」の授業として１、２年生は応

急手当に必要な知識の習得を図り、

３年生では実技講習を行います。そして卒業時に「普

通救命講習修了証」が交付されます。

グループ毎に交流し合った

意見を発表。共通理解を進

め課題を確認していきます。

心臓マッサージの位置･強

さ･回数･腕の伸びを確めて

何度も繰り返す。（三中）

気道確保、吹き込み、胸の

確認を何度も何度も‥誰も

音を上げません。（三中）

地域安全安心推進リー

ダーの方々も協力。
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田植え体験
「田植えのことを教えてくださ

ってありがとうございました。

植えてみたらむずかしかったで

す。深く植えるのが一番むずか

しかったです。次の稲かりもが

んばります。」…これは農業委員

会と市役所のご協力で、初めて“田植え”を体験し

た５年生児童の感想文です。南一小は６月７日に、

第七小は６月９日に、歓声を上げながら土の感触を

楽しみ田植え体験をしました。

大阪狭山市の各学校園では「人

や地域社会とのつながり」を“め

あて”にした体験活動を積極的に

進めています。様々な体験活動を

通して「気づき 感じ 考える」こ

とで“人との信頼と地域社会への

愛着”を育みます。

狭山高校の運動会に西幼稚園々児が参加
６月８日。「わあ、久し振りやね。

顔覚えているよ！」とお姉さんお

兄さんが笑顔で迎えてくれるの

は、これまで何度も交流を重ねて

いるからです。今回は園児たちが

招待されました。交流を通して園

児たちは“多くの人から愛されて

いる事に気づき、人への信頼感”

が高まります。高校生たちは“人

に優しくできる自分･頼られてい

る自分･役立っ

ている自分”に気づき、将来自立

して社会の中で生きていく力の源

になっていきます。

小学校連合運動会
６月９日に、市民総合グラ

ウンドで小学校連合運動会が

行われました。７校の小学６

年生たちが、赤組(狭山中校

区)・白組(第三中校区）・青

組(南中校区)に分かれて競技

と応援に力を尽しました。中

学校区毎の事前の「交流会」

の成果がうかがえます。学校を越えた声援が「つな

がりを深める」ことや「競ったり力を合わせたりし

て味わう達成感は、仲間としての意識を高める」と

いうことを学んだようでした。

｢苗をくださーい｣｢投げ

るで、ほーれー｣苗に込

められた“ぬくもり”を

感じ取ります。（七小）

一人ひとりが丁寧に植え

ていきます。広い水田の

田植えも皆の力でやりき

りました。（南一小）

そろそろ入場する時間な

のでゆっくり下ろすよ。

音楽にのせた踊りに大き

な手拍子が送られます。

「肩車おもしろかったわ」

会話が弾む弁当時間。

同じ中学校区で共に頑張る友

だちに声援を送り続けます。

私たちは“授業づくり･集団づくり･体験活動等”の

教育活動を通して、「喜びや自信･誇りを感じ、主体的

に歩みを進める子どもたちを育てたい」と願っていま

す。このため「計画を実践し、評価して、工夫改善す

る」ＰＤＣＡサイクルで、倦まず弛まず進めていく必

要が強く望まれます。

各中学校区では“子どもの育ち

の連続性”を踏まえた取組みが『元

気あっぷ事業』を中心に進められ

ています。

狭山中学校区では“英語学習”

をテーマとする「保育」と｢授業｣

の相互交流を行い、保･幼･小･中が合同で子どもの『学

び』を考える取組みを始めました。6/29 東野幼稚園

５歳児クラスで行われた“英語の公開保育”を、保・

幼・小・中の先生２５人が参観しました。

英語を聞いた瞬間、子どもの表情が変わります。身

体から“楽しさ”が溢れています。年間３０回分、１

回２５分間の｢目標･活動の順序･使

用教材･使う言葉･学習形態｣等々が

詳細に計画されており、テンポの良

い活動は、子どもにとって「学習

＝アクティブ＝楽しいもの」であ

ることを、改めて強く感じました。

保育と授業の交流は「学びを子

どもの視点から」考える良い機会になっていくと思い

ます。参観後の交流会では、今回の成果を踏まえて、

次回以降への期待が高まっている雰囲気が印象的でし

た。（次回は 7/29 東幼稚園で合同研修会の予定です）

一方、第三中学校区では ８８８８／／／／１０１０１０１０

タイムリー研修での「実践報告会」

に向け、保・幼・小・中の合同研修会

が行われ、５つの部会に分かれて

活発な意見交流が行われました。

それぞれの学校園は、異なった

課題や目標を持っています。しか

し“健やかな育ち”を実現するには、育ちの「連続性」

と「地域的な広がり」に対応した取組みが不可欠です。

第三中学校区でも“交流と連携”を重ね、中学校区で

子どもたちを育てていこうとの機運が高まってきてい

ます。

園児の「楽しみたい！」

が学習の基盤です。

保育から学ぶ。授業か

ら学ぶ。そして、豊か

な学びにつなげたい。

中学校区で子どもを育て

る視点から意見が出され

共有されていきます。


